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はじめに 

 

今年は私たちユーアイ二十一創立 25 周年という節目の年です。横須賀市西浦賀六丁目

の小高い丘に鍬を入れ、太陽の家を建設したことをついこの間のことのように思い返し

ます。 

横須賀市内では、太陽の家二番館を整備し、在宅サービスも開始しました。その後、

座間市や横浜市神奈川区にも特養を整備し、相模原市で特養を運営する（福）清菊会と

合併するなど、県内のいろいろな地域でサービス提供を開始しました。 

昨年は、太陽の家二番館開設 20 周年、太陽の家座間開設 10 周年でしたので、このよ

うな私たちの歩みをお話しする機会が多かったのですが、その際に必ず「このように広

くサービスを展開したのは、多くの人に私たちのサービスを届けたかったから」とお伝

えしました。 

私は、ユーアイ二十一で働く職員の皆さんを誇りに思っています。皆さんが提供して

くれる質の高いサービスを一人でも多くの人に届けたい、その一心でこれまで進んでき

ました。 

昨年末には建設に関わっていただいた皆さんのご尽力により、横浜市旭区に太陽の家

横濱左近山を予定通りにオープンいたしました。この予定通りのオープンは、入所を心

待ちにされていた方々にとっての福音であったと考えています。 

そして、令和８年度には、これまで休止していた小規模多機能居宅介事業所「太陽の

家馬堀俱楽部」を再開するほか、横須賀市の追浜地域包括支援センター業務を新規に受

託するなど、更なるサービス展開に取り組んでまいります。 

このように広くサービス展開ができる社会福祉法人となれたのは、利用者に質の高い

サービスをするという共通の目標に向かって、心を一つにして進んでくれる職員の皆さ

んがあってこそです。本当にありがたく思っています。 

この感謝の気持ちを改めて皆さんと共有するため、令和８年度のスローガンを以下の

ように定めます。 

 

一人ひとりの成長が組織の成長に 

 

令和８年４月１日 

社会福祉法人ユーアイ二十一 

理事長 石渡 庸介 



- 2 - 

 

目次 

 

はじめに ............................................................................. 1 

 

目次 ................................................................................. 2 

 

１.法人基本理念・基本方針 ............................................................ 3 

 

２.社会福祉法人ユーアイ二十一 事業所一覧 ............................................ 4 

 

３.部門別・基本方針及び具体的取組み 

(１). 太陽の家( 特養事業／短期入所事業／通所介護事業 ) ............................ 5 

(２). 太陽の家二番館( 特養事業／短期入所事業 ) .................................... 7 

(３). 太陽の家座間( 特養事業／短期入所事業 ) ...................................... 9 

(４). 太陽の家横濱羽沢( 特養事業／短期入所事業／通所介護事業／企業主導型保育事業 ) 12 

(５). 太陽の家相模原清菊園( 特養事業／短期入所事業（空床型）) .................... 15 

(６). 太陽の家横濱左近山( 特養事業／短期入所事業（空床型）) ........................ 17 

(７). 太陽の家看多機つむぎ( 看護小規模多機能事業 ) ............................... 19 

(８). 在宅グループ部 ............................................................. 21 

居宅介護支援事業／地域包括支援事業／看護小規模多機能事業 

訪問介護事業／無料低額宿泊事業／小規模多機能事業 

認知症対応型共同生活介護事業／障害福祉サービス事業 

(９). 歯科事業部 

① 太陽の家附属歯科診療所 ...................................................... 34 

② 歯科診療所優会 .............................................................. 36 

③ 太陽の家和田の里歯科診療所 .................................................. 37 

④ 東林間ライフケアデンタルクリニック .......................................... 38 

(10). 未来創造室 ................................................................. 39 

(11). ＤＸ推進部・総務部・人事部 ................................................. 40 

(12). 監査室 ..................................................................... 43 

 

４.職員研修 年間計画 ............................................................... 44 



- 3 - 

 

 

 

1. 法人基本理念 

 

「太陽の家」は、ご利用者の方々の、 

「安心」「温もり」「満足」を合言葉に施設運営を行ってまいります。 

 

     ・いつも笑顔の絶えない  

 

     ・温かな心で、ふれあいに満ち、心安らぐ 

 

     ・生きがいをサポートし 

 

     ・尊厳を持って生活できる環境を守り 

 

     ・ご家族、地域との交流を基に、互いに手を携え共に歩む 

 

     ・福祉諸制度、サービス情報提供等、身近な相談相手 

 

 

  《 基本方針 》 

【 令和８年度スローガン 】 

 

一人ひとりの成長が組織の成長に 
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2. 社会福祉法人ユーアイ二十一 事業所一覧 

(1)第一種社会福祉事業 

太陽の家（介護老人福祉施設） 横須賀市西浦賀 定員 111 名 

太陽の家二番館（介護老人福祉施設） 横須賀市西浦賀 定員 100 名 

太陽の家座間（介護老人福祉施設） 座間市座間 定員 100 名 

太陽の家横濱羽沢（介護老人福祉施設） 横浜市神奈川区羽沢 定員 110 名 

太陽の家相模原清菊園（介護老人福祉施設） 相模原市南区上鶴間 定員 80 名 

太陽の家横濱左近山（介護老人福祉施設） 横浜市旭区小高町 定員 96 名 

 

(2)第二種社会福祉事業 

太陽の家短期入所サービスセンター 横須賀市西浦賀 定員 21 名 

太陽の家二番館短期入所サービスセンター 横須賀市西浦賀 定員 10 名 

太陽の家座間（短期入所生活介護） 座間市座間 定員 20 名 

太陽の家横濱羽沢（短期入所生活介護） 横浜市神奈川区羽沢 定員 10 名 

太陽の家相模原清菊園（空床型短期入所） 相模原市南区上鶴間  

太陽の家横濱左近山（空床型短期入所） 横浜市旭区小高町  

太陽の家デイサービスセンター 横須賀市西浦賀 定員 30 名 

太陽の家神大寺（地域密着型通所介護） 横浜市神奈川区神大寺 定員 15 名 

太陽の家安浦倶楽部（小規模多機能型居宅介護） 横須賀市安浦町 登録定員 25 名 

太陽の家馬堀倶楽部（小規模多機能型居宅介護） 横須賀市馬堀町 登録定員 18 名 

太陽の家逸見倶楽部（小規模多機能型居宅介護） 横須賀市東逸見町 登録定員 18 名 

かもめ倶楽部（小規模多機能型居宅介護） 横須賀市鴨居 登録定員 25 名 

太陽の家浦賀 看護小規模多機能型居宅介護 横須賀市浦賀 登録定員 25 名 

太陽の家浦賀 定期巡回・随時対応型訪問介護看護  横須賀市浦賀  

太陽の家浦賀 無料・低額宿泊施設 横須賀市浦賀 定員 13 名 

太陽の家浦賀ケアステーション（訪問介護） 横須賀市浦賀  

太陽の家マリオ（障がい者グループホーム） 横須賀市安浦町 定員 10 名 

太陽の家公郷（認知症対応型共同生活介護） 横須賀市公郷 定員 18 名 

太陽の家看多機つむぎ(看護小規模多機能型居宅介護) 横浜市旭区小高町 定員 25 名 

 

(3)公益事業 

太陽の家居宅介護支援センター 横須賀市浦賀  

浦賀地域包括支援センター 横須賀市浦賀  

追浜地域包括支援センター 横須賀市追浜本町  

太陽の家附属歯科診療所 横須賀市鴨居  

歯科診療所優会 横浜市港北区錦が丘  

太陽の家和田の里歯科診療所 三浦市初声町  

東林間ライフケアデンタルクリック 相模原市南区上鶴間  

保育室 太陽の家（企業主導型保育事業） 横浜市神奈川区羽沢  
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3. 部門別・基本方針及び具体的取組み 

 

 太陽の家  
 

 

（１） 利用者様やご家族に「安心・温もり・満足」を感じていただくために 

【 特 養 】 

① ＩＣＴを活用して職員間の情報共有強化とケアの均一化を図り、サービスの質

を向上させます。 

② ご家族との情報共有を密にして、その人らしさを大切にした個別ケアを実践し

ます。 

③ ご意見を生かしサービスを改善し、満足度を向上させます。 

【 短 期 】 

① 利用者様の健康状態や感染予防に配慮したケアを実施し、ＩＣＴを活用した見

守り体制を整えることで、事故防止と安心して過ごせる生活環境づくりを進め

ます。 

② 行事やレクリエーションを通じて生活に楽しみや変化を取り入れるとともに、

日々の様子を積極的にご家族へ伝え、温もりのある支援を行います。 

③ 利用者様の思いや声に寄り添いながら、日々のサービスの充実を図り、満足度の 

高い支援を目指します。 

【 通 所 】 

① 施設全体での協力体制による安心感と信頼の向上を目指します。 

② ご家族支援と交流の場づくりによる温もりのある関係を構築します。 

③ 一体感のあるレクリエーションと個別ケアにより満足度を向上させます。 

 

（２） 職員の働き甲斐を高めるために 

【 特 養 ・ 短 期 ・ 通 所 】 

① 職員の声を活かし、職場環境改善を推進します。 

② 職員が自らの成長を実感できる人材育成をします。 

③ 太陽の家・太陽の家二番館の連携と相互理解を促進します。 
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（３） 地域に愛され、頼られる施設となるために 

【 特 養 ・ 短 期 ・ 通 所 】 

① 地域と継続的に交流を深め、相互の行事への参加を促進します。 

② 地域に開かれた施設づくりをしていきます。 

③ 地域貢献の活動をさらに発展させます。 

 

（４） 経営目標を達成するために 

【 特 養 】 

① 空床期間を短縮することで安定した稼働率を維持します。 

② 各種の加算を算定できるように取組み、収益基盤を強化します。 

③ 看取りケアに関して、体制を充実させ、看取りケアの質の向上を図ります。 

【 短 期 】 

① 先を見通しながら利用者調整を行うことで、稼働率向上を図ります。 

② 営業活動の強化による新規契約者の獲得を目指します。 

③ 特養空室の有効活用により稼働率を向上させます。 

【 通 所 】 

① 営業活動の強化により利用者を確保し、年間稼働率 87％を目指します。 

② 登録者数の安定確保と新規受け入れを推進します。 

③ サービス提供体制を充実させて、各種の加算を算定できるようにします。 
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太陽の家二番館 
 

 

（１） 利用者様やご家族に「安心・温もり・満足」を感じていただくために 

【 特 養 】 

① 利用者様一人ひとりの思いや希望に寄り添い、その人らしい生活を支える個別

性のあるケアを提供します。 

② 感染予防対策を徹底しつつ、利用者様とご家族が安心して交流できる環境を整

えます。 

③ ご家族との交流機会を大切にし、思いやニーズに寄り添ったケアを実現します。 

【 短 期 】 

① 利用者様一人一人のニーズに合わせた質の高いサービスを提供します。 

② 定期的に利用者様やご家族の声を把握し、ニーズに沿ってサービスを改善して

いくことで、満足度の向上と継続的な利用につなげます。 

③ ご家族との日常的な情報共有を大切にし、相互理解を深めることで、安心して利

用いただける関係づくりを進めます。 

 

（２） 職員の働き甲斐を高めるために 

【 特 養 ・ 短 期 】 

① 職員の声を活かし、職場環境改善を推進します。 

② 職員が自らの成長を実感できる人材育成をします。 

③ 太陽の家・太陽の家二番館の連携と相互理解を促進します。 

 

（３） 地域に愛され、頼られる施設となるために 

【 特 養 ・ 短 期 】 

① 地域と継続的に交流を深め、相互の行事への参加を促進します。 

② 地域に開かれた施設づくりをしていきます。 

③ 地域貢献の活動をさらに発展させます。 
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（４） 経営目標を達成するために 

【 特 養 】 

① 特養と短期入所を一体的に運営し、計画的な入退所調整を行うことで、安定した

高稼働を実現します。 

② 営業活動およびＳＮＳ等を活用した情報発信により、施設の魅力を積極的に伝

え、安定した申込者の確保につなげます。 

③ 各種の加算を算定できるように取組み、収益基盤を強化します。 

【 短 期 】 

① 特養・短期入所を一体的に運営し、空床を有効活用することで、安定した稼働と

収益確保を実現します。 

② 営業活動およびＳＮＳ等を活用した情報発信により、施設の魅力を積極的に伝

え、安定した申込者の確保につなげます。 

③ ケアの質を継続的に向上させ、要件を満たした加算を積極的に取得することで、

介護報酬の増加を図ります。 
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太陽の家座間 
 

 

（１） 利用者様やご家族に「安心・温もり・満足」を感じていただくために 

【 特 養 】 

① 「その人らしさ」シートに基づいて統合ケア計画書を作成し、これに則した形で

24 時間生活シート(注1)を作成・更新します。また、定期的にカンファレンスを行

うほかサービス担当者会議を毎月開催することで、「望む暮らし」を実現させま

す。 

② 適切なサービスを提供するためには、ニーズ把握は欠かすことができません。施

設側から情報発信することで、より適切なニーズ把握を実現させます。具体的に

は、各ユニット毎月１回以上のイベントを実施とその様子をインスタグラムに

掲載したり、四半期ごとにご家族に個別にお手紙をお送りします。このような情

報発信をした上で、年２回の家族懇談会を開催し家族のニーズを把握し、その後

の運営に生かしていきます。 

③ 事故防止対策を徹底することで、安心を実現します。具体的には、服薬管理アプ

リの導入と服薬管理マニュアルの見直しを行い、服薬事故ゼロを目標とします。

また、事業所全体の事故発生状況の分析を毎月行い、似たような状況の事故発生

の予防に努めます。 

【 短 期 】 

① 自宅生活からの継続性の確保を念頭に、サービスを提供します。ロングショート

ステイの利用者は特養入居者と同様に 24 時間生活シートを作成し、自宅生活か

らの継続した支援を提供します。このほか、新規契約利用者については、自宅で

の生活状況を踏まえて支援できるよう受け入れカンファレンスを実施します。 

② 「楽しみの提供と情報発信」をキーワードとします。毎日なにかしらのレクリエ

ーション活動を実施し、ショートステイならではの利用者様の状況をお伝えす

るお手紙をお送りします。また、インスタグラムについては、各ユニットで週２

回以上情報を掲載します。 

③ 事故防止対策を徹底することで、安心を実現します。具体的には、服薬管理アプ

リの導入と服薬管理マニュアルの見直しを行い、服薬事故ゼロを目標とします。

また、事業所全体の事故発生状況の分析を毎月行い、似たような状況の事故発生

の予防に努めます。 

 

 
(注1) 1 日の生活や支援内容を時間ごとに整理する記録表のことです 
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（２） 職員の働き甲斐を高めるために 

【 特 養 ・ 短 期 】 

① 相談できる環境を整備することで、離職率 12％以下を実現します。具体的には、

定期的な個別面談を実施し、職務上の悩みを解消します。また、親睦会や職員交

流会を年２回以上開催し、職員の横の繋がりを深めます。 

② 組織図に沿った各自の役割などについての理解が深まるように、役付き職員だ

けではなく一般職員まで拡充した研修機会を設けたり、適切な対応基準を示す

面会時対応マニュアルを作成するなど、職員が成長できる環境を整えます。 

③ 負担感なく研修が受講できるように動画研修（e-ラーニング）の活用します。最

新の入浴設備を導入することで入浴のための超過勤務を減らしたり、携帯端末

によって省力化できる業務もあることから、ＩＣＴの活用によって職員の負担

軽減を実現します。 

 

（３） 地域に愛され、頼られる施設となるために 

【 特 養 ・ 短 期 】 

① 民生委員さんと協力して、地域高齢者の方が参加できるサロンを定期的に開催

します。 

② 事業所独自の美化清掃を月に３回以上実施し、地域主催の清掃活動に参加した

り、地域の縁日にボランティアとして協力します。 

③ 秋祭りに地域の方を招待するほか、ボランティア活動を受け入れたり、地域行事

へ場所を提供します。 

 

（４） 経営目標を達成するために 

【 特 養 】 

① 看護師は健康管理、機能訓練指導員は機能訓練、管理栄養士は食事、歯科衛生士

は嚥下の専門職です。これらの専門職が、その知識や技術をユニット単位で伝授

しケアの質を高めることとします。この取組みによって、利用者様の状態の維

持・向上が可能となり、入院や退居を減少させることで、安定した稼働を実現し

ます。 
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② 上記①の取組みによって、特養短期合算で平均稼働率 97.5％（介護度：特養 4.0 ・

短期 3.2）以上を実現するほか、新たな加算（生産性向上の上位加算）も算定で

きるように取り組みます。また、上位待機者については、常時 13 名以上を確保

します。 

③ スペース（居室・リビング・共用部分）毎の室温管理目安を明確にして、適切な

室温管理（特に夏・冬）を行い省電力に取組みます。また、機器の長寿命化を図

るために、水道設備や業務用エアコン・給湯設備など大型設備の点検とメンテナ

ンスを毎月継続的に行います。このほか、日用消耗品の使用量を部署ごとに把握

し、使用量の平準化を図ります。 

【 短 期 】 

① 他事業所と差別化が図れるようセールスポイントを確立するとともに、利用中

の健康管理・物品管理など基本的なことを適切に行います。具体的には、担当看

護師を配置し、健康状態に関して把握する情報を増やし、事業所内はもちろんの

こと、居宅担当ケアマネとも情報を共有します。また、特養と同様に専門職がそ

の知識や技術をショートステイユニットでも伝授しケアの質を高めることとし

ます。このほか、荷物管理アプリを導入し、忘れ物ゼロを目標とします。 

② 上記①の取組みによって、特養短期合算で平均稼働率 97.5％（介護度：特養 4.0 ・

短期 3.2）以上を実現するほか、新たな加算（個別機能訓練加算）も算定できる

ように取り組みます。また、新規契約者月６名以上を確保します。 

③ スペース（居室・リビング・共用部分）毎の室温管理目安を明確にして、適切な

室温管理（特に夏・冬）を行い省電力に取組みます。また、機器の長寿命化を図

るために、水道設備や業務用エアコン・給湯設備など大型設備の点検とメンテナ

ンスを毎月継続的に行います。このほか、日用消耗品の使用量を部署ごとに把握

し、使用量の平準化を図ります。 
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太陽の家横濱羽沢 
 

 

（１） 利用者様やご家族に「安心・温もり・満足」を感じていただくために 

【 特 養 】 

① 24 時間生活シートを３か月に１回以上の頻度で更新することで、利用者様一人

ひとりの生活状況やニーズに応じたケアを提供します。また、介護現場での生産

性の向上に取組み、これによって創出した時間で利用者様とのふれあいの時間

を増やすことで、その人らしい暮らしを実現します。 

② 薬に対する知識・重要性を理解するための研修を実施し、研修前後の意識チェッ

クと毎月の現場での実践状況を確認することで、薬に関する事故ゼロを目指し

ます。 

③ 全職員を対象とした接遇研修を年２回以上実施することに加え、チェック項目

を定めて実践状況の評価を行うことで、利用者様やご家族が安心感を抱ける心

のこもった応対をします。 

【 短 期 】 

① 安心してご利用していただくために、荷物チェックをしっかり行うことで忘れ

物をゼロにします。 

② 短期入所からご自宅に戻られる際にお渡ししている「ご利用報告書」の記載内容

を充実させることで、ご家族やケアマネから安心して任せていただける施設を

目指します。 

③ 施設全体や短期入所ユニットの月間スケジュール表を作成し、報告書と一緒に

お渡しすることで、次回の利用を心待ちにしていただきます。 

【 神 大 寺（ 通 所 ） 】 

① ３か月に１回の頻度で利用者様 ・ご家族にアンケートを行うことで、皆さまのご

意見・ご要望を踏まえたサービスを提供します。 

② ＳＮＳ等の更新回数を増やすことで、デイサービスをご家族にも身近に感じて

いただきます。 

③ ３か月に１回の頻度でイベントを実施することで、利用者様がワクワクするデ

イサービスを実現します。 

【 保 育 】 

① 丁寧で見える保育を実践します。 

② 家庭に寄り添う保育支援を行います。 

③ 安全・衛生管理を徹底します。 
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（２） 職員の働き甲斐を高めるために 

【 特 養 ・ 短 期 】 

① 資格取得支援制度を活用して、初任者研修、実務者研修、認知症実践者研修、ユ

ニットリーダー研修等の受講を促し、職員のキャリアアップを図るとともに、専

門性を高めてサービス質の向上を実現します。 

② 人事評価制度に基づき、年４回以上の面談を実施します。これ以外にも、職員の

成長を念頭にした各自の課題分析やフィードバック面談も実施することで、働

きやすい環境を整えます。 

③ 職員交流会を年２回実施し、職員同士の交流や、職場内コミュニケーションの活

性化を図ることで、気軽に話しができる働きやすい職場を実現します。 

【 神 大 寺（ 通 所 ） 】 

① 毎月のミーティングで問題点の洗い出しを行い、順次、業務の機械化・効率化を

行うことで、ワークバランスのとれた職場環境を作ります。 

② 業務分担を常に見直し、業務の集中化を解消して職員のモチベーション向上に

繋げます。 

③ 定期的な会議・ミーティングを行うことで、職員の思いが反映される職場としま

す。 

【 保 育 】 

① 日々の保育の中での成功体験を記録に残すことで職員全員で共有します。 

② 一人ひとりに合った研修を受講できるようにし、自らの成長を実感できる職場

とします。 

③ 改善提案など積極的に申し出ることができる職場とします。 

 

（３） 地域に愛され、頼られる施設となるために 

【 特 養 ・ 短 期 】 

① 地域イベントに施設として参加します。また、施設を地域に貸し出したり、地元

の学校と交流の場を設けるなど、より多くの方に施設を知っていただきます 

② 民生委員・居宅介護支援事業所・地域住民が気軽に参加できる施設見学会を年３

回開催し、地域との連携を推進します。 

③ ホームページやＳＮＳを活用して、施設の活動やイベント情報を地域に向けて

定期的に発信することで、職員の確保や施設の理解をより深める活動をします。 
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【 神 大 寺（ 通 所 ） 】 

① 地域のイベントに参加することで法人全体や施設を知っていただく機会を増や

します。 

② 横濱羽沢（特養）と連携し、民生委員・居宅介護支援事業所・地域住民が気軽に

参加できる施設見学会を年３回開催し、地域との連携を推進します。 

【 保 育 】 

① 地域行事や地域ごとの親子支援イベントに積極的に参加します。 

② 地域向けイベントを年２回企画し、地域のニーズや課題を把握します。 

③ 地域の方々と積極的に連携し共に地域活性化に貢献します。 

 

（４） 経営目標を達成するために 

【 特 養 ・ 短 期 】 

① 職員一人ひとりが施設の稼働状況を自分事として捉えます。また、上述の取組み

を行うことで認知度を上げたりサービスの質を高め、稼働率目標（98.5％）を達

成します。 

② 備品・物品の棚卸を四半期に一度行うことで、無駄な発注をせず、事務消耗品の

経費削減を行います。 

③ 入院者が発生した際にも、居宅介護支援事業所と連携をとることで短期入所と

してそのベッドを活用し、空床ベッド数を減らし稼働率を維持します。 

【 神 大 寺 】 

① ２か月に１回の頻度で居宅介護支援事業所を訪問し、ニーズの把握を行い新規

利用者を獲得することで、稼働率 68％を達成します。 

② 地域や居宅ケアマネ向けの説明会・見学会・試食会を開催し、知名度の向上を図

ります。 

③ 体験利用を有効活用することで、新規利用につなげます。 

【 保 育 】 

① 定員 12 名の充足を維持します。 

② 質の高い保育サービスを提供します。 

③ 保育士定着率向上を目指します。 
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太陽の家相模原清菊園 
 

 

（１） 利用者様やご家族に「安心・温もり・満足」を感じていただくために 

【 特 養 】 

① 施設サービス計画書に合わせて、年２回 24 時間生活シートを更新することで、

利用者様の生活スタイルに合わせた支援を実現します。 

② 施設の取り組みや利用者様の生活の様子をご家族にお伝えすることが、ご家族

と施設の相互理解に資するということを全職員の共通認識とします。その上で、

複数の職員により、毎月８回以上の新規ＳＮＳ配信をします。 

③ 利用者様とご家族が一緒に過ごすことができる施設行事を年６回開催し、余暇

時間の提供を実現します。 

【 短 期 】 

① 入居中におけるサービス内容を利用者様一人ひとり１枚の紙にまとめます。さ

らに、「笑顔が多く見られました」「お孫さんと会うのが楽しみとおっしゃってま

した」といった、入居中のポジティブなエピソードを退居の際にご家族に報告し

ます。 

 

（２） 職員の働き甲斐を高めるために 

【 特 養 】 

① 利用者様のＡＤＬの状態を勘案して、ユニット単位の人員配置を年に４回の頻

度でこまめに見直して、職員の精神・身体的負担に配慮した職場環境をつくり、

職員の離職率年間 10％以下を実現いたします。 

② 見守りセンサーや見守りカメラなどのＩＣＴ機器を導入します。これによって

入居者様の転倒等の事故の原因分析を行うことで、予防的な対応が可能となり、

職員が安心してケアが行える職場環境を実現します。また、転倒事故の前年度比

２割の削減を実現します。 

③ 職員からの業務改善要望についての声を集め、その声を施設内の各種の会議で

共有し、原則として実施します。提案→課題の明確化・共有化→改善策の検討・

実施→職場環境の改善→職員のモチベーションアップ→更なる提案、という好

循環を生み出し、業務効率の向上、帰属意識の高揚を実現します。 
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【 短 期 】 

① ご利用の都度、利用者様 ・家族満足度アンケートをお願いし、満足・やや満足の

回答を 80%以上獲得します。 

② 短期入所生活介護計画書を基に、利用者様の身体機能や意欲の向上を多職種間

で共有します。これにより、職員が自らのスキルアップを実感できるようにし、

モチベーションアップを実現します。 

 

（３） 地域に愛され、頼られる施設となるために 

【 特 養 ・ 短 期 】 

① 地域住民が参加できる施設行事を年６回以上実施し、相模原清菊園が地域の憩

いの場の１つとなります。 

② 社会福祉協議会や地域包括支援センターと連携し、地域会議や地域住民向け行

事に合わせて年６回以上参加し、地域に貢献する施設となります。 

③ 上記の機会を通じて、地域交流スペースの貸し出しを行い、定期開催の地域開放

とクラブ活動を合わせて月５種類以上の催し物での利用を実現いたします。 

 

（４） 経営目標を達成するために 

【 特 養 】 

① 上述の各種の取組みを実施することで、施設の認知度・好感度を高めることで入

居待機者の常時 10 名の確保を実現します。 

② 待機者のスムーズな入居とショートステイの受入れによって、稼働率 98.0％を

実現します。 

③ ＩＣＴの導入により、人件費も含めて経費の節減に努めます。 

【 短 期 】 

① 毎月 30 件以上の医療機関、福祉事業所の営業活動を行い、常時ＳＳの利用がで

きる入居者５名以上の確保を目指します。 
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太陽の家横濱左近山 
 

 

（１） 利用者様やご家族に「安心・温もり・満足」を感じていただくために 

【 特 養 ・ 短 期 】 

① 「我が家」を感じる環境づくりと利用者様の意向の尊重を実現します。具体的に

は、新設 1年目の施設として、利用者様一人ひとりの生活リズムや価値観、こだ

わりを丁寧にヒアリングし、画一的な集団ケアではなく「個」を大切にしたケア

の確立を目指します。これまでの生活歴やご家族の想いをケアに反映し、安心し

て暮らせる環境づくりに取り組みます。 

② 特養の空床や看護小規模多機能型居宅介護事業所を併設している強みを活かし、

在宅介護を支える拠点として、レスパイト利用(注2)や緊急時の短期利用に柔軟に

対応します。これによって、ご家族の急な困りごとへの対応や介護負担軽減に寄

与し、「困った時に頼れる施設」としての地位を確立します 

③ 嘱託医・歯科医師・看護職員・介護職員・歯科衛生士・管理栄養士等が連携し、

利用者様の健康管理に取り組み、体調変化の早期発見と事故防止に努めます。開

設初期の時点から取り組むことで習慣化させ、ご家族が安心して任せられる安全

な生活環境を提供します。 

 

（２） 職員の働き甲斐を高めるために 

【 特 養 ・ 短 期 】 

① チームケア体制を確立します。業務手順や役割分担を明確化し、フロア・ユニッ

ト内の連携を強化することで、新設施設特有の初期の混乱発生を防ぎます。職員

同士の声掛けや報連相の重要性を全員で認識することで、心理的安全性の高い

職場環境を実現します 

② 「気づき」を評価する風土とします。ヒヤリハット報告だけでなく、利用者様の

笑顔や生活の質向上につながったケアを共有・評価する仕組みを整えます。小さ

な成功体験を積み重ねることで、職員の自己肯定感とやりがいの向上を実現し

ます。 

 
(注2) 介護者が休息を取るための一時的なサービス利用のことです 
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③ 新設１年目で経験の浅い職員もいます。補助用具などを積極的に活用するほか、

安全な介助方法を全職員で共有し、身体的負担軽減を図り、長く安心して働ける

職場づくりを実現します。 

 

（３） 地域に愛され、頼られる施設となるために 

【 特 養 ・ 短 期 】 

① 左近山地域において見学会や相談会を実施し、地域住民が気軽に相談できる施

設として認知の向上を図ります。 

② 地域の防災訓練への参加や備蓄品の整備を行うことで、災害時に地域と連携で

きる体制を構築し、地域の安心拠点としての役割を担えるよう準備を進めます。 

③ 傾聴ボランティアや地域活動の受入れを進めます。施設を地域に開かれた場と

して、利用者様の社会的交流機会の確保を図ります。 

 

（４） 経営目標を達成するために 

【 特 養・短 期 】 

① 待機者情報の把握と関係機関への情報発信を行い、入居調整を適切に進めるこ

とで利用者の安定的な確保を目指します。 

② 算定可能な加算について適切に取得できるよう体制を整えます。 

③ 無駄のない事業運営を目指し、備品・消耗品の管理体制を整え、適正な在庫管理

と計画的な発注を行っていきます。 
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太陽の家看多機つむぎ 
 

 

（１） 利用者様やご家族に「安心・温もり・満足」を感じていただくために 

① 看護小規模多機能型居宅介護（看多機）の特長である柔軟なサービス切替を活か

し、利用者様の状態変化やご家族の状況に応じて、通い・泊まり・訪問を一体的

に提供します。日々の体調や生活状況を把握し、利用者様やご家族の不安を軽減

と在宅生活の継続を実現します。 

② 協力医療機関や訪問看護事業者との連携を密に行い、経管栄養・喀痰吸引・ター

ミナル期等、医療依存度の高い利用者様にも対応していきます。医療的な安心と

生活の温もりが両立するケアを提供します。 

③ 病院ではなく、在宅や当事業所で最期を迎えたいというご希望に寄り添えるよ

うに、医療機関・訪問看護事業者と連携していきます。また、看取り後もご家族

の心情に配慮した声掛けや相談対応を行い、満足度や納得度の高いサービス提

供を 実現します 

 

（２） 職員の働き甲斐を高めるために 

① 看護職と介護職が互いの専門性を理解し、事例共有や勉強会を通じて共に学び

合う体制を整えます。多職種が一体となったチームケアの推進を目標とします。 

② モバイル端末や記録システムを活用し、訪問先や送迎中でも利用者様の情報を

共有できる環境を整えることで、情報伝達のタイムラグを減らし、ケアの質の向

上と業務の効率化を図ります。 

③ 24 時間運営に伴う負担が特定の職員に偏らないよう、職員間で補完し合えるシ

フト体制を整え、ワークライフバランスに配慮した長く働ける職場環境づくり

に取り組みます。 

 

（３） 地域に愛され、頼られる施設となるために 

① 看多機の機能や活用事例を分かりやすく発信し、地域の居宅介護支援事業所と

の連携を強化します。また、見学受入れや情報提供を通じ、相談しやすい事業所

を目指します。 

② 近隣クリニックや訪問診療医との連携を密にし、退院直後や重度者の受入れが

可能な体制を整えます。在宅生活を支える地域ネットワークの一員として機能

することを目標とします。 
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③ 介護相談や健康相談に対応し、地域住民が気軽に立ち寄れる相談拠点としての

役割を担うことで、看多機の存在を地域に浸透させます。 

 

（４） 経営目標を達成するために 

① 周知活動だけではなく関係機関と実際に具体的な連携を行い、登録利用者の確

保と安定した運営を目指します。 

② 算定可能な加算について適切に取得できるよう体制を整えます。 

③ 送迎・訪問ルートや業務動線を整理し、常に効率的な働き方を意識することで、

職員の負担軽減とサービス品質の向上の両立を実現します。 
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居宅介護支援センター (在宅グループ部)  
 

 

（１） 利用者様やご家族に「安心・温もり・満足」を感じていただくために 

① 事業所内のケアマネジメントを平準化するため、チェックリストを作成します。

そのチェック項目をすべての職員が達成できるように、勉強会を行うほか外部

研修にも参加します。 

② ケアプラン、ケアマネジメントの質の評価を行うため、利用者様・ご家族へアン

ケートを実施し、満足度を 90％以上とします。 

 

（２） 職員の働き甲斐を高めるために 

① ＡＩ等のＩＣＴ機器を活用し、事務作業のテンプレート化など業務改善を行い、

緊急対応をのぞいた残業を削減します。 

② 人事評価制度の中で、自分自身の成長が実感できる目標を設定します。その目標

が達成できるよう１on１(注3)ミーティングによってサポートします。 

 

（３） 地域に愛され、頼られる施設となるために 

① 相談・依頼がしやすくなるよう、各職員が民生委員・地域の支援者と顔の見える

関係を構築します。 

② 浦賀地区を中心とした地域の活動、イベントに年４回以上参加し、介護保険制度

などの理解を深めます。 

③ 地域の方に気軽に足を運んでいただけるイベントを開催することで、太陽の家

浦賀の存在を広く知っていただくのと同時に、地域のニーズを把握し、適切なサ

ービスへ繋げる窓口となります。 

 

（４） 経営目標を達成するために 

① 特定事業所加算を算定できるように、主任介護支援専門員の養成、維持・確保を

します。 

 

 
(注3) 上司と部下が 1 対 1 で行う定期面談のことです 
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地域包括支援センター (在宅グループ部) 
 

 

（１） 利用者様やご家族に「安心・温もり・満足」を感じていただくために 

① 地域の方に当センターの認知度を上げるため、医療機関や民生委員等へパンフ

レットを配布するなどセンター活用について周知し、支援者を経由した相談の

割合を増加させます。 

② 地域住民の健康維持・介護予防のため、介護予防教室を開催します。 

（浦賀：年 32 回以上、追浜：年 15 回以上） 

 

（２） 職員の働き甲斐を高めるために 

① ＡＩ等のＩＣＴ機器を活用し、事務作業のテンプレート化など業務改善を行い、

緊急対応をのぞいた残業を削減します。 

② 未経験職員でも業務が行えるような手順書・マニュアルを再作成し、実際に活用

するための勉強会を開催します。 

③ 担当件数を既定の 27 件以下とするため、介護予防プラン作成の業務委託を推進

します。 

 

（３） 地域に愛され、頼られる施設となるために 

① 民生委員、町内会、地区社協等の地域団体と協力体制を強化するため、全ての職

員が必ずいずれかの定例会に参加します。 

② 医療機関、介護保険事業所、市役所の各部署など、分野を超えた連携・チームを

作るため、積極的な他職種連携会議を開催します。（年 10 回以上）  

③ 地域の方に気軽に足を運んでいただけるイベントを開催することで、太陽の家

浦賀の存在を広く知っていただくのと同時に、地域のニーズを把握し、適切なサ

ービスへ繋げる窓口となります。追浜も同様の姿勢で臨みます。 

 

（４） 経営目標を達成するために 

① 職員の育成を通じて人員を定着させ、委託事業を適正に実施します。 
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看護小規模多機能型居宅介護 (在宅グループ部)  
 

 

（１） 利用者様やご家族に「安心・温もり・満足」を感じていただくために 

① 介護技術や認知症に関する理解を深めることによって、介護力の向上を図り、期

待以上のサービスを実現します。 

② 適切な言葉遣いとマナーで接することによって、利用者様の尊厳を守り、安心で

きる事業所を目指します。 

③ レクリエーションをはじめとしたコンテンツを充実させることによって、看多

機の魅力向上を図ります。 

 

（２） 職員の働き甲斐を高めるために 

① 具体的な目標設定と進捗管理、及び毎月の１on１の実施によって、納得感の高い

人事評価を実現します。 

② 一人ひとりがルールを遵守し、マイルールをなくすことによって方向性が統一

された職場を目指し、職員が働き甲斐を感じられる職場環境を作ります。 

③ 業務マニュアル・育成マニュアルを常に見直すことで業務の標準化を図り、現職

員・新人職員が共に安心して働ける事業所を目指します。 

 

（３） 地域に愛され、頼られる施設となるために 

① 地域との関わりや医療機関との連携により、看多機のサービス内容を知ってい

ただく機会を設けることによって、困った時に最初に相談をいただける事業所

を目指します。 

② 市内の看多機連絡会に参加することでネットワークを築き、情報収集及び連携

強化を図ります。 

③ 地域の方に気軽に足を運んでいただけるイベントを開催することで、太陽の家

浦賀の存在を広く知っていただくのと同時に、地域のニーズを把握し、適切なサ

ービスへ繋げる窓口となります。 

 

（４） 経営目標を達成するために 

① 目標登録利用者数の達成と支出管理によって、収支目標を達成します。 

② 新たな利用者獲得に向けて計画的に営業活動を行います。 
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定期巡回・随時対応型訪問介護看護 (在宅グループ部)  
 

 

（１） 利用者様やご家族に「安心・温もり・満足」を感じていただくために 

① 利用者様の声に耳を傾け、適切な言葉遣いやマナーを徹底し、サービスの質を向

上させます。 

② 利用者様・ご家族から信頼をしていただける関わりを持つことで、苦情０を目指

します。 

③ (定巡）随時訪問の際は、30 分以内に訪問をすることで、在宅生活でも安心でき

る環境を提供します。 

 

（２） 職員の働き甲斐を高めるために 

① 利用者様のケアの方法に悩んだり、担当の利用者様に対して苦手意識がある場

合など、上手くいかない事例について相談ができる時間を作ります。 

② マイルールをなくし、明確な方向性を持った職場環境を確立し、チームとしての

まとまりを強化します。 

 

（３） 地域に愛され、頼られる施設となるために 

① 看取り筋萎縮性側索硬化症（ＡＬＳ）・ゴミ屋敷・暴言暴力など、支援者も困っ

てしまうケースでも、受入れできるような準備をし、最大限断らない事業所作り

を行います。 

② 定期的に介護医療連携会議を実施し、地域の社会資源との連携を密に図り、情報

共有や協力を強化します。 

③ 地域の方に気軽に足を運んでいただけるイベントを開催することで、太陽の家

浦賀の存在を広く知っていただくのと同時に、地域のニーズを把握し、適切なサ

ービスへ繋げる窓口となります。 

 

（４） 経営目標を達成するために 

① 上述の取組みをすることで、利用される事業所を実現します。 
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無料低額宿泊施設 (在宅グループ部) 
 

 

（１） 利用者様やご家族に「安心・温もり・満足」を感じていただくために 

① 利用者様の声に耳を傾け、適切な言葉遣いやマナーを徹底し、サービスの質を向

上させます。 

② 利用者様への面談を実施し、ニーズを伺うことで快適な生活環境をご提供しま

す。 

 

（２） 職員の働き甲斐を高めるために 

① 利用者様のケアの方法に悩んだり、担当の利用者様に対して苦手意識がある場

合など、上手くいかない事例について相談ができる時間を作ります。 

② マイルールをなくし、明確な方向性を持った職場環境を確立し、チームとしての

まとまりを強化します。 

 

（３） 地域に愛され、頼られる施設となるために 

① 地域や特養のイベントにおいて、社会資源としての当事業所を知っていただく

機会を設けます。 

② 地域の方に気軽に足を運んでいただけるイベントを開催することで、太陽の家

浦賀の存在を広く知っていただくのと同時に、地域のニーズを把握し、適切なサ

ービスへ繋げる窓口となります。 

 

（４） 経営目標を達成するために 

① 退去から面接・入居までの日数を２週間以内に設定する事で、空床を減らし、安

定した稼働を維持します。 

② 定期的な営業訪問・電話営業にて待機者の確保・介護度の確認を行い、退去から

入居までの日数の短縮を図ります。 
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安浦倶楽部 (在宅グループ部) 
 

 

（１） 利用者様やご家族に「安心・温もり・満足」を感じていただくために 

① 一人ひとりの暮らしを支える専門的支援を実践します。利用者様の生活歴や価

値観を尊重したケアを実践するため、アセスメントとケアプランの質向上に取

り組みます。また、定期的なケース検討と情報共有を通じて職員の専門性を高め

て、細やかなケアを行うことで、利用者満足度 80％を目指します。 

② 尊厳を大切にした接遇と安心できる関係づくりを実践します。日常の声かけや

対応方法について職員間で共通認識を持ち、敬意ある言葉遣いと落ち着いた対

応を徹底します。接遇に関する振り返りやミーティングを定期的に実施し、苦

情・要望の早期把握と改善に努めることで、苦情件数０件を目標とします。 

 

（２） 職員の働き甲斐を高めるために 

① 各職位・職種ごとに役割と責任範囲を明確化します。「役割を果たせば評価され

る」「果たさなければ評価されない」ことを全職員の共通認識とし、職員の意欲

向上を図ります。 

② 管理者は、「現場の支援をする人」ではなく「業務の進捗を管理する人」である

ことを徹底します。その上で、必ず定期的に面談を行うこととし、快適な職場環

境を構築します。 

 

（３） 地域に愛され、頼られる施設となるために 

① 関係機関に対し、当施設の対応可能なこと・受入基準・強みを明確に伝えること

とします。これによって、多様な紹介元ネットワークを構築し地域のニーズにこ

たえます。紹介件数の前年度 20％増を目指します。 

② 食事・お茶提供、憩いの場づくりを実現します。具体的には、２か月に１回の頻

度で、食事やお茶の提供を行い、高齢者や地域の子どもが気軽に安心して集える

憩いの場を整備します。これにより、地域住民の社会的孤立の予防と、日常的な

見守り機能の強化を図り包括支援センターとの連携の機会を増やします。 
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③ 介護の相談窓口として施設を開放し、地域住民にとって暮らしの保健室の役割

を果たします。「親の物忘れが気になる」「介護保険の使い方」「小規模多機能の

魅力」など「あそこに行けば教えてくれる」という信頼を築きます。 

 

（４） 経営目標を達成するために 

① ケアマネジャーや地域包括支援センターへの定期的な空き情報発信と、体験利

用の受け入れを強化することによって、登録定員に対する利用率 88％以上（登

録者数 22 名以上）を維持し、安定した月額収益を確保します。 

② 困難ケースを受入れることで、ケアマネジャーや病院との信頼関係を構築しま

す。 
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逸見倶楽部 (在宅グループ部) 
 

 

（１） 利用者様やご家族に「安心・温もり・満足」を感じていただくために 

① 信頼関係を築く接遇とコミュニケーションを徹底します。利用者様の尊厳を最

優先とした言葉遣い・態度を全職員が実践出来るよう、接遇基準を明確化します。

日々の関りを振り返ることで接遇の質を高め、苦情や要望は速やかに共有・改善

します。その結果として、苦情ゼロを目標とします。 

② 利用者様一人ひとりの「好きなこと・習慣」を把握・記録し、その内容を反映し

た月１回以上のアクティビティを実施します。年１回の利用者満足度調査で 80%

以上の『満足』評価を達成します。 

 

（２） 職員の働き甲斐を高めるために 

① 安浦倶楽部との合同研修や人事交流を行うことによって、多様なケースに対応

できる応用力を身につけ、ひとり一人がプロフェッショナルとして自信を持っ

て働ける環境を構築実現します。 

② 管理者は、「現場の支援をする人」ではなく「業務の進捗を管理する人」である

ことを徹底します。その上で、必ず定期的に面談を行うこととし、快適な職場環

境を構築します。 

 

（３） 地域に愛され、頼られる施設となるために 

① 駅から徒歩１分という好立地を活かし、地域住民が通勤等のついでに気軽に介

護相談に立ち寄れる雰囲気を作ることによって、介護の悩みが生じた際に「まず

は逸見倶楽部へ」と思っていただける関係性を実現します。相談件数 20％増を

目指します。 

② 地域住民が目的の有無に関わらず、気軽に立ち寄れ、相談できる場所となります。

それに向けて、イベント（体操教室、お茶会、お誕生日、季節行事、血圧測定）

を１か月に１回開催します。 
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③ 逸見倶楽部が地域にあることを「安心」と思っていただけることを目標とします。

地域住民の方との関りの中で「何かを手伝う」ではなく「共生」となるように、

防災訓練への継続的な参加やＡＥＤ設置施設であることなどを認識してもらう

など、身近な関りを持ち続けます。 

 

（４） 経営目標を達成するために 

① 登録利用者数 12 名、平均介護度 2.0 を目標とし、コスト管理も徹底します。 

② 「通い」サービスの空き状況を可視化し、利用が少ない曜日への振替提案やイベ

ント企画を行うことによって、日々の稼働のムラをなくし、効率的で生産性の高

い事業運営を実現します。 
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馬堀倶楽部 (在宅グループ部) 
 

 

※馬堀倶楽部は、安浦倶楽部のサテライト事業所として運営します。本年度は３年ぶりの事業再開で

あることを踏まえ、拡大よりも基盤づくりを重視し、信頼の再構築と地域との関係形成を最優先課題

とします。 

 

（１） 利用者様やご家族に「安心・温もり・満足」を感じていただくために 

① 再開事業所として、利用者様およびご家族に安心して選んでいただける存在と

なります。丁寧で誠実な説明と対応を徹底し、利用者様の尊厳を最優先とした言

葉遣いと態度を全職員が実践します。小規模事業所の強みを活かし、顔の見える

関係づくりを行います。苦情や要望は速やかに共有・改善することで、信頼の積

み重ねを図ります。 

② 生活歴や習慣、意向を丁寧に把握します。アセスメントを重視し、個別性の高い

支援を実施することで、安心して継続利用できる環境を整備します。 

 

（２） 職員の働き甲斐を高めるために 

① 職員が孤立しない体制を整備します。具体的には、本体である安浦倶楽部との連

携を強化して、合同研修や情報共有を実施し、困難事例や運営課題を共有します。

これによって、職員一人ひとりを組織全体で支える体制を構築します。 

② 管理者は業務の進捗管理を徹底します。定期的な面談を実施し、課題や不安を早

期に把握して、風通しの良い職場環境を整備します。 

 

（３） 地域に愛され、頼られる施設となるために 

① 地域との関係構築を最重要課題とします。地域包括支援センターへ定期訪問し、

再開の周知を行うことに加え、地域ニーズや困難事例の傾向を把握します。 

② 駅近立地ではないことを踏まえ、来所を待つのではなく地域へ出向きます。見学

会や相談日を設けるほか、地域行事や防災活動へ参加します。地域の一員として

共に支え合う関係性を構築します。 

 

（４） 経営目標を達成するために 

① 再開初年度は段階的に登録利用者を確保します。利用可能状況を明確化し、地域

包括支援センターおよびケアマネジャーへ積極的に情報発信します。年度末登

録利用者数 12 名、平均稼働率 67％以上を目標とします。 
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かもめ倶楽部 (在宅グループ部) 
 

 

（１） 利用者様やご家族に「安心・温もり・満足」を感じていただくために 

① 職種や立場に捉われず、全員でニーズの発掘をする事で、その人らしい生活を支

える共通基盤を作ります。 

② マニュアルを遵守し、共通の基準を持って行動することで、安定した質の介護を

継続的に提供します。 

③ 適切な接遇・マナーで利用者様に接することで、安心してお任せいただける信頼

関係を構築し、利用者様一人ひとりの生活の質の向上に貢献します。 

 

（２） 職員の働き甲斐を高めるために 

① 定期的な振り返りで目標の進捗を共有し、成長を可視化することで、達成や成長

を実感できる仕組みを整えます。 

② 体系的な教育プログラムを整備することで、必要な知識・技術を習得する機会を

提供します。 

③ チームの一員である事を自覚し、各々が主体的に業務改善や提案に関わること

で、互いに学び合いながら成長できる職場環境を作ります。 

 

（３） 地域に愛され、頼られる施設となるために 

① 困った時に最初に相談していただけるように、関係機関との信頼関係の構築に

努めます。 

② ご家族参加型のイベントを定期的に開催することで、利用者様 ・ご家族との深い

信頼関係を築き、ひいては地域全体から信頼を得られる事業所を目指します。 

③ 会議や勉強会等への参加を通して、地域課題の把握や顔の見える関係性の構築

を図ります。 

 

（４） 経営目標を達成するために 

① 目標登録利用者数の達成と支出管理によって、収支目標を達成します。 

② 新たな利用者獲得に向けて定期的に営業活動を行います。 

③ 収入と支出について全職員が把握し、収支バランスを考えることができる事業

所を目指します。 
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太陽の家公郷 (在宅グループ部) 
 

 

（１） 利用者様やご家族に「安心・温もり・満足」を感じていただくために 

① 利用者様の声に耳を傾け、適切な言葉遣いやマナーを徹底し、サービスの質を向

上させます。 

② 地域から信頼される施設運営を実現します。苦情０件を維持します。 

 

（２） 職員の働き甲斐を高めるために 

① 認知症やその周辺症状などの理解を深めることで、自分がケアしている目的な

どを整理することができるような職員育成を行います。まずは、全常勤職員の認

知症実践者研修修了を実現します。 

② マイルールをなくし、明確な方向性を持った職場環境を確立し、チームとしての

まとまりを強化します。 

 

（３） 地域に愛され、頼られる施設となるために 

① 地域の老人会がなくなってしまった為、地域の方が集える場の提供を行います。

実施場所としては、町内会館を利用することで、地域の方が参加しやすい環境で

実施します。 

② 地域連携推進会議等を開催し、地域の社会資源との連携を密に図り、情報共有や

協力を強化します。 

 

（４） 経営目標を達成するために 

① 待機者を最低３名確保することで、退居者があってもすぐに次に入居者を迎え

入れる態勢とします。 

② 空室を年間 197 日・室以内にし、稼働率 97％を達成します（100％稼働は、18 室

×365 日＝6,570 日・室）。 
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太陽の家マリオ (在宅グループ部) 
 

 

（１） 利用者様やご家族に「安心・温もり・満足」を感じていただくために 

① 家族と過ごす時間の確保をするため、家族懇親会を年に２回開催します。 

② 利用者様・ご家族から信頼をしていただける関わりができる人材を育成し、苦情

０を維持していきます。 

 

（２） 職員の働き甲斐を高めるために 

① パソコンに不慣れな職員が多いため、音声ツールやチャットＧＰＴを利用し、記

録やアンケート等の作業効率を上げます。 

② マイルールをなくし、明確な方向性を持った職場環境を確立し、チームとしての

まとまりを強化します。 

 

（３） 地域に愛され、頼られる施設となるために 

① 地域の方が参加できるイベントを開催することで、マリオを地域の方々に知っ

てもらい、顔の見える関係作りを実施します。 

② 地域推進会議を実施したり、地域の社会資源との連携を密に図ることで、関係性

を強化します。 

 

（４） 経営目標を達成するために 

① 利用者様の外泊状況やご家族が考えている今後の事をヒアリングし、ご家族と

職員が共通認識を持って支援に当たることで、外泊の減少を図ります。 

② 退居者があった際には、体験利用を早急に進めることで早期入居を図り、外泊者

を加味した稼働率 95％を維持します。 
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附属歯科診療所 (歯科事業部) 
 

 

（１） 利用者様やご家族に「安心・温もり・満足」を感じていただくために 

① 一人ひとりに寄り添う丁寧な説明で、生涯続くお口の健康をサポートします。定

期検診の啓発に力を入れ、４か月以内の再受診率 70％以上を実現します。 

② 患者様に寄り添い、先天性疾患や認知症、循環器疾患をお持ちの方も安心して受

けられる診療所を実現します。 

③ 声なき不満をゼロにするため、患者様が意見を表明しやすいご意見箱など用い

たフィードバック体制を強化します。寄せられたご意見を即座に診療現場へ反

映し、改善率 80％以上になるよう、常に患者様視点で改善し続ける組織を実現

します。 

 

（２） 職員の働き甲斐を高めるために 

① 高齢化に伴う障害者歯科・老年歯科への対応力を強化し、専門職としての研鑽を

積むことで、地域に不可欠な専門的地位を確立します。職種ごとの役割を明確化

し、年４回の定期ミーティングを通じて各々の専門性を共有・深化させることで、

個々のスキルアップと成長に繋げる体制を実現します。 

② 地域住民や介護施設への講習会を年４回以上開催し、社会貢献とスタッフの研

鑽を推進します。全職員が資料作成や現場運営に参画する『全員参加体制』を通

じて、チームの一体感と専門性を高めます。 

③ 歯科衛生士の負担となっている「手書きの訪問診療報告書」を早期にＰＣやスマ

ートフォン・タブレットで入力できる仕組みを構築し、事務作業の大幅な時間短

縮と効率化を図ります。 

 

（３） 地域に愛され、頼られる施設となるために 

① 当診療所の１階スペースで定期開催している『ぬくもり かふぇ』に年３回参画

し、地域住民への講話等を通じて歯科医療の啓発と診療所のＰＲの推進を実現

します。 

② 多職種連携を強化していくために、地域ケアマネジャーとの『顔の見える関係』

を構築します。積極的な情報共有と専門性の提供を通じて、担当者会議への招集

を年４回以上頂けるよう、強固な信頼関係を築き上げます。  
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③ 他拠点で開催される当法人主催のイベントへの参画を通じ、訪問・外来診療の周

知を徹底します。地域住民との接点を増やし、誰もが安心して選べる信頼の医療

機関を実現します。 

 

（４） 経営目標を達成するために 

① レセプト件数：月 480 件以上達成します。 

② 新患：月 20 件以上達成します。 

③ 再診件数：月 700 件以上達成します。 
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歯科診療所優会 (歯科事業部) 
 

 

（１） 利用者様やご家族に「安心・温もり・満足」を感じていただくために 

① 治療後も一生自分の歯で食事ができる「喜び」を提供することによって、「生涯

かかりつけ歯科医院」として継続支援が行えるよう、定期検診（リコール）継続

率 70％以上を実現します。 

② 声なき不満をゼロにするため、患者様が意見を表明しやすいご意見箱など用い

たフィードバック体制を強化します。寄せられたご意見を即座に診療現場へ反

映し、改善率 80％以上になるよう、常に患者様視点で改善し続ける組織を実現

します。 

③ 患者様の声やいただいたご要望を提案できる環境を構築することによって、「皆

様の声でこう変わりました」という掲示を院内で行い、改善や要望に対する実施

率 80％以上を実現します。 

 

（２） 職員の働き甲斐を高めるために 

① 職員一人ひとりの役割を明確にするほか、３か月の 1 回、公平な評価のための

「１on１面談」を実施します。 

② 歯科医師、歯科衛生士、助手、受付それぞれの専門性を高める外部セミナーに年

２回以上参加することによって、自己成長につながる職場環境を実現します。 

③ ３か月に 1 回の四半期の振返りの院内ミーティングを行うことで、次の四半期

に向けた改善・アクションを繰り返し行います。 

 

（３） 地域に愛され、頼られる施設となるために 

① 「歯に関する講演会・勉強会」を年４回以上開催することによって、当院の認知

度アップを実現します。 

② 患者様をご紹介いただけている地域ケアマネジャーと月 1 回以上面会すること

よって、訪問歯科を担当している歯科医師・歯科衛生士の顔の見える化を実現し

ます。  

③ 他拠点で開催される当法人主催のイベントへの参画を通じ、訪問・外来診療の周

知を徹底します。地域住民との接点を増やし、誰もが安心して選べる信頼の医療

機関を実現します。 

 

（４） 経営目標を達成するために 

① 外来診療：月 10 万点以上を達成します。 

② 訪問診療：月 41 万点以上を達成します。 

③ 新患：月 15 件以上達成します。 
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和田の里歯科診療所 (歯科事業部) 
 

 

（１） 利用者様やご家族に「安心・温もり・満足」を感じていただくために 

① 症状を明確にお伺いし、丁寧に説明することによって、安心な歯科医療を提供い

たします。 

② 生活状況を把握し、健康寿命の延伸、健康増進を図ることによって、温もりを感

じてもらえる歯科医療を提供いたします。 

③ 充分な理解を得て治療に進むことによって、満足いただける歯科医療を提供い

たします。以上の３つの取組みに対して、年３回（７月・11 月・３月）のアンケ

ート調査を継続的に実施し、診療所満足度 80％以上の水準を維持・実現します。 

 

（２） 職員の働き甲斐を高めるために 

① スキルや知識を獲得するために年２回以上の研修受講によって、働き甲斐の意

識向上を実現します。受講後、研修受講の報告会を行い、診療所職員全員での情

報共有を図ります。 

② 所内での月次報告会を毎月開催し、経営状況を開示することによって、効果ある

雇用管理を実現します。 

③ 雇用の定着率（100％）を達成することによって、業績向上を実現します。 

 

（３） 地域に愛され、頼られる施設となるために 

① 地域活動に年２回以上参加し、地域での講演会を年１回以上開催することによ

って、地域に根ざす、かかりつけ歯科医機能の実現と日常生活圏域内での歯科医

療サービスを実現します。 

② 訪問歯科診療を実践することによって、保健医療サービスならびに介護サービ

スの両立を実現します。  

 

（４） 経営目標を達成するために 

① 外来診療：年間 105 万点を実現します。 

② 訪問歯科診療：年間 99 万点を実現します。 

③ 渉外活動、講演会の実施によって、新患（10 件/月以上）を実現します。 
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東林間ライフケアデンタルクリニック (歯科事業部) 
 

 

（１） 利用者様やご家族に「安心・温もり・満足」を感じていただくために 

① 初診時、健康調査アンケートに来院動機や主訴を聞く項目を設けます。主訴につ

いては、必ず治療方法を交えて説明し、初回から対応することとします。そして、

会計時に満足度を聞く小アンケートを実施し、その結果から効果測定していく

こととします。肯定的評価 80％以上を目標とします。 

② 上記の取組みに加え、治療終了時にも満足度を確認するためにアンケートを実

施します。アンケート結果では満足度 80％以上を目標とするほか、 

中断者（１年以上未来院者）10％以下を目指します。 

③ 小さな歯科医院ならではの温もりを感じられる接し方、話し方、医院の雰囲気を

醸し出すように服装・態度、内装を含めて統一します。 

 

（２） 職員の働き甲斐を高めるために 

① 終業 10 分前から、その日の現状について話し合う機会を設けます。 

② 仕事中に笑顔になった回数を記録します。前日より多く笑顔になれるように考

える時間を１日 10 分とることとします。 

③ 前月よりも１つ診療・介助に関する知識を増やしていくこととします。このため

に、１か月１回 20 分ほどの時間をとり勉強会を行います。 

 

（３） 地域に愛され、頼られる施設となるために 

① 関係施設の地域との交流イベントには率先して参加し、歯科医院として認知度

向上に努めます。年５回以上の参加を目標とします。 

② 近隣から訪問希望の連絡を受けた場合には、当日（休日の場合には翌診療日）も

しくは翌日までに連絡をします。 

③ 太陽の家相模原清菊園と連携して、全職員対象に年１回、歯科検診を行います。

また、清菊園の交流イベントにも参加します。 

 

（４） 経営目標を達成するために 

① 外来新患：月３名以上目標とします。外来再来数は月 10 件以上を目標とします。 

② 訪問件数：月 480 件以上達成します。 

③ ＳＮＳ更新：月５回以上行います。 
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未来創造室 
 

 

（１） 利用者様やご家族に「安心・温もり・満足」を感じていただくために 

① 未来創造室は、2040 問題と呼ばれる人口減少、少子高齢社会の到来に対して、

社会福祉法人ならではの地域貢献事業をしていくことで、少しでも明るい未来

を創り出すための組織です。このような崇高な目標を持つ法人であることを知

っていただくことで、皆さまに「安心・温もり・満足」を感じていただきます。 

 

（２） 職員の働き甲斐を高めるために 

① 上記に記載のことは職員に対しても同様です。崇高な目標を持つ法人で働く喜

びを感じてもらえるように、職員に対しても未来創造室の役割を伝えていきま

す。 

 

（３） 地域に愛され、頼られる施設となるために 

① 障害を持つ方、子どもや高齢者、ボランティアなどが集う地域カフェを開催しま

す。これによって援助が必要な方、介護する人、支える人たちがそれぞれに顔が

見え気軽に相談し合える場所をつくり、共生社会すなわち住みやすい地域の実

現の後押しをします。 

② 障害分野の事業所や行政との連携を図ることで、障がい者入居施設から介護保

険施設へスムーズに移住できるシステムづくりに貢献します。 

③ 災害弱者の命を守るために、平時から地域、学校、３次福祉避難所である特養が

連携できるように橋渡し役を担います。併せて、地域包括支援センターや居宅介

護支援事業所を運営する法人として、個別避難計画作製のけん引役も担います。 

 

（４） 経営目標を達成するために 

① 繰り返しになりますが、このような崇高な目標を持つ法人ならば、ぜひ利用した

いという方が増えるよう、地域貢献に取り組んでいきます。 
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ＤＸ推進部 
 

 

（１） 利用者様やご家族に「安心・温もり・満足」を感じていただくために 

① 現場の実態と介護機器市場の最新の状況の双方に精通する部署として、常に新

たなテクノロジーの情報を収集し、導入のサポートを行うことで、各事業所のサ

ービスの質の向上を実現します。 

② 利用者様やご家族がサービスを利用する際の諸手続きについて、簡便なものと

なるように検討し、各事業所に提案していきます 

 

（２） 職員の働き甲斐を高めるために 

① ＩＣＴ機器の導入と業務プロセスの見直しによって業務効率を向上させ、「利用

者と向き合う時間」を創出することで、職員の専門性発揮と働き甲斐の向上を実

現します。 

② 介護の現場にＩＣＴ機器を導入すると、すぐに使いこなし業務効率を向上させ

る職員と、まったく使わず、そのために業務効率がかえって悪くなる職員との２

極化するというのが、ありがちなことです。個人のスキルに依存せず、誰でもど

こでも便利に使えるような運用・導入方法を実現します。 

 

（３） 地域に愛され、頼られる施設となるために 

① 地域の皆さまの関心事や困りごとを調査・分析し、各事業所が「痒い所に手が届

く情報」を提供できる仕組みを確立します。 

 

（４） 経営目標を達成するために 

① ペーパーレス化を起点とした業務改革を進め、生産性向上と職員の負担軽減を

実現します。 
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総務部 
 

 

（１） 利用者様やご家族に「安心・温もり・満足」を感じていただくために 

① 利用者様の入院に繋がるような事故が発生した場合には、必ず部長会議で共有

し、再発防止・未然防止を図ります。 

 

（２） 職員の働き甲斐を高めるために 

① 部として新規業務に臨む際には、目的、手段、スケジュール、達成度合い等につ

いて部内で意識合わせを行い、共通理解をもって取り組むこととします。 

 

（３） 地域に愛され、頼られる施設となるために 

① 本部事務所の近隣の方々や街行く人々と笑顔であいさつを交わします。 

 

（４） 経営目標を達成するために 

① 各拠点が県や市の補助事業に応募する際には、総務部として積極的に支援し、採

択される可能性を高めたり、獲得補助金の増額を図ります。 

② クレジットカードを用いるなど、最も有利な方法で決済することで経費の節減

に努めます。 

③ ペーパーレス化に向けて、コストや事務負担の観点から検討します。 
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人事部 
 

 

（１） 利用者様やご家族に「安心・温もり・満足」を感じていただくために 

① 介護技術の向上に留まらず、利用者満足度向上に繋がるようなホスピタリティ

や虐待防止についての研修も実施していきます。 

 

（２） 職員の働き甲斐を高めるために 

① 給与管理システム等をより業務効率性の高いものへと更改します。これによっ

て事務処理時間を短縮し、余裕ある労働時間と正確な事務処理を実現します。 

② 新たな人事評価制度を導入して１年になります。評価制度について満足度・納得

度の低い拠点に対し、個別説明をするなどして理解を深めモチベーションアッ

プを図ります。 

③ 主任やリーダーに対する研修（階層別研修）について、現場のニーズに沿った実

施内容とすることで、受講意欲の向上と受講後のスキルアップの実現を図りま

す。 

 

（３） 地域に愛され、頼られる施設となるために 

① 近隣の高校や大学のイベントに参加して、生徒や学生の福祉への興味をかき立

て、当法人の認知度を向上させます。 

 

（４） 経営目標を達成するために 

① 人事部が上記の取組みをしていくことで職員が生き生きと働くようになり、そ

の姿が何よりの広告塔となります。これによって、新卒者８名以上（うち大卒者

３名以上）を採用します。 

② 県内各所で様々な施設サービス、在宅サービス、歯科事業、相談事業を展開して

いることを強みに、ケアスクールへの一般受講生を 12 人以上獲得します。 

③ 当法人には 800 人ほどの職員がおり、適材適所の人員配置ができれば大きな成

果を得ることができます。人事管理システムを最大限に活用して職員の経験や

技術をデータベース化し、適材適所を実現します。。 
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監査室 
 

 

（１） 利用者様やご家族に「安心・温もり・満足」を感じていただくために 

① 法人の理念に基づいたサービス提供や接遇がなされているか、各事業所の取組

みについて現場確認を行い、必要な助言をしていきます。 

② 各事業所に対して顧客満足度調査を定期的に行うように促します。その結果に

よっては、臨時の内部監査を実施して満足度向上を図ります。 

 

（２） 職員の働き甲斐を高めるために 

① 法人に対して職員満足度調査の実施を促し、職員の働き甲斐を高める仕組みづ

くりの状況を確認します。 

② 離職率などの客観データに基づき、法人としての雇用安定化への取組み状況を

確認します。 

③ 人事評価制度における法人や事業所への貢献度に関する尺度について、客観的

な視点から助言を行います。 

 

（３） 地域に愛され、頼られる施設となるために 

① 業所が行う地域活動に監査室としても協力します。その活動の中で、法人として

の地域活動の現況を確認し、必要に応じて助言します。 

② 内部監査や研修講師を務める際に、職員に対して法人の理念に沿った地域活動

への参加を促します。 

 

（４） 経営目標を達成するために 

① 法人運営の基本は、法令遵守（コンプライアンス）とルールに基づく業務執行（ガ

バナンス）にあり、この２つがしっかりしていなくては経営は成り立ちません。

監査室としてこの 2点の徹底を図ります。 

② 未算定の加算について、どうすれば算定できるかといった視点から各施設に助

言をします。 
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４．職員研修 年間計画 

社会福祉法人ユーアイ二十一の研修は「研修体制がある（安心）」「自分が受けたい研修が

ある（温もり）」「なりたい自分になれる（満足）」を三本柱として掲げ、実施しています。 

昨年度に引き続き、オンライン研修をさらに活用して、法定研修だけでなく、スキルアッ

プのための研修でも活用していきます。 

 

（１） 階層別研修 

「次世代を育てる」「職位に必要な知識・技術・態度を身につける」ことを目的とした

研修。例えるならば樹の幹を作る為の研修であり「しっかりとした幹があってこそ、専

門研修や部門別研修が活かされる」との考えのもと実施していく。 

① 新規採用者研修 

中途採用者を対象とした研修。3 ヵ月に 1 回（4 月・7 月・10 月・1 月）ウィリング横

浜にて開催。対面での研修（一日）と動画視聴研修で構成。ユーアイ二十一に入社した

職員として 

（１）ユーアイ二十一が大事にしていること・理念 

（２）法人の概要と組織 

（３）働く上で大切にしていること 

上記 3点について理解することを目的とする。 

法人の理念 法人組織と概要 法人の取り組み 評価制度 

ユーアイ二十一のケアの考え方 

～ 倫 理 ～ 
権利擁護 個人情報・リテラシー  

② 新規採用者研修 

新卒職員を対象とした研修。4 月入社時に実施。その後年間を通してフォロー(面談 3

回、研修 1回)を実施し、課題把握と改善、精神面でのサポートを行う。 

（１）法人理念および概要 

（２）福祉サービスの基本とマナー 

（３）権利擁護 

（４）評価制度と目標設定  

（５）今日から必要な就業規則・労務の知識・書類関係  

上記 5点について学ぶことを目的とする。 
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③ 課長研修 

課長対象とし、法人が求める課長職の役割の理解、収支等を体系的に学ぶことで、経

営的視点を身につけ、事業を運営する力を養うこと、また同職位の人脈構築を目的と

する。 

④ 主任研修 

主任対象とし、法人が求める主任職の役割の理解と同時に経営や事業の仕組みを理解

し、現場での業務を通して体得すること、また同職位の人脈構築を目的とする。 

⑤ リーダー研修 

リーダー対象とし、法人が求めるリーダー職とは何かを理解し、日々の課題の解決策

の模索、同職位の人脈構築を目的とする。 

 

（２） 全体研修・コンプライアンス研修 

介護保険事業を行う上で必要とされる研修。オンライン動画研修にて実施。 

< 研修項目 > 

  
訪問 

介護 

通所 

介護 

認知症

対応型

共同生

活介護 

居宅 

介護 

支援 

特養 

・ 

短期 

小規模

多機能 

認知症及び認知症ケアに関する研修 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

プライバシーの保護の取り組みに関する研修 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

接遇に関する研修 〇 － － － － － 

倫理及び法令遵守に関する研修 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

事故発生又は再発防止に関する研修（福祉用具含む） 〇 〇 〇 － 〇 〇 

緊急時の対応に関する研修（福祉用具含む） 〇 〇 〇 － 〇 〇 

感染症・食中毒の予防及び蔓延防止に関する研修 〇 〇 〇 － 〇 〇 

身体拘束の排除の為の取り組みに関する研修 － 〇 〇 － 〇 〇 

非常災害時の対応に関する研修 － 〇 〇 － 〇 〇 

介護予防及び要介護度進行予防に関する研修 － 〇 － － － － 

医療に関する教育、研修  － － － 〇 － 

ターミナルケアに関する研修  － － － 〇 － 

精神的ケアに関する研修  － － － 〇 － 

高齢者虐待防止関連法を含む虐待防止に関する研修  － 〇 － － － 

 


